
戸隠を愛する豊かな心プロジェクト

目標が

４ 評価の

『己に克つ』という強い意志をもち、粘り強く最後までやりぬく

生徒の姿に見るよさ

・学習や諸活動に真面目に取り組むことができる

・奉仕的な活動に対して、労を惜しまず協力できる

・自分から積極的にあいさつできる生徒が多い

・朝読書や給食黙想など、けじめある行動がとれる

生徒の姿に見る課題

・人間関係を維持、構築していく力が弱い

・問題の解決を他者に委ねる傾向がある

・言動に対する責任意識が低い

・とりあえず高校という意識での進路選択がある

＜ 戸隠タイ

総合的

１ 『戸隠

自

自己

２ 基本目

３ 育てる

①自分が

②自分は

③自分の

④自分の

⑤自分の

＜ 総合的

①地域で

「働くと

のか」につ

えを持つこ

②体験学

ケーション

本を身に

る。

学校経営の基本方針

生きる力を身につけた戸隠を愛する子どもの育成を目指し、縦の接続と横の連携を図りながら

開かれた学校づくりを行う。
観点

ム ＞

な学習の時間、道徳教育、進路指導を中核とした全教育活動の実践

タイム』のねらい

己の将来に目を向け、学ぶ目的や働くことの意義について考え体験することを通して

の適正や能力を生かした進路設計ができる生徒の育成をめざす

標 将来の生き方を考え、自らの目標に向かって努力していく能力を育てる

自分のよさや個性が分かり、他者のよさや感情を理解し尊重できる能力を育てる

＜重点 勤労観を基盤とする職業観の育成 人間関係形成能力の育成 ＞

諸能力

、集団や社会の中で、役割を果たすことに喜びを持つ

どんな部分で、社会の役に立てるのかを考えながら、将来の方向性を定める

よさや個性を理解し、自分にはどんな生き方が求められているかを考える

言動に伴う責任がわかり、相手や他者に及ぼす影響を考え行動する

課題に目を背けず、解決に向けて自分自身で行動する

キャリア教育 『 戸隠タイム 』の推進

な学習の時間 ＞

の体験学習の中で

はどういうことな

いて自分なりの考

とができる。

習に伴うコミュニ

スキルの基本・基

つけることができ

①

課

に

②

中

方

と

＜ 道徳教育 ＞

体験学習を通して、自らの

題をどう克服していくか

ついて問うことができる。

学級の仕事や体験学習の

で、自分に求められる生き

やあり方について問うこ

ができる。

＜ 進路指導 ＞

①仕事に従事する人の生き

方に触れ、これからの自分

生き方について考えを深め

ることができる。

②自分の良さや個性をいか

して暫定的な進路決定がで

きる。

教科・領域での観点



５ 「戸隠タイム」における勤労観と人間関係形成能力の育成の視点

①将来を見据えた自分づくり （勤労観の確立と職業観への橋渡し）

②集団の中での自分づくり （個を高め、集団の中での個の確立を）

③生徒会最大行事の中での自分づくり（生徒が生徒の姿から学ぶ活動へ）

１年 中核活動「農業体験」

◎働くとはどういうことか １

◎体験の心構えマナーについて

（初期 体験に合わせて）

◎農家の方の仕事へのおもい

◎戸隠ＷＥＥＫに学ぶ

（働くことの大変さと

感謝される経験を）

◎働くということの問い直し

◎職業「群」をとらえての仕事

調べ

◎群が担う役割からみた自分へ

の問いかけ

２年 中核活動「職場体験」

◎地域の先輩方が中学生に期待

することﾞ

◎戸隠ＷＥＥＫに向けての決意

と４日間の自己目標設定

◎職場体験リストによる体験依

頼交渉 （自分の役割確認 含）

◎戸隠ＷＥＥＫに学ぶ

（働くことで誰かの役に立った

という経験を）

◎役割を果たした自分へのメッ

セージ

◎自分のよさや個性の整理

◎社会のどの部分（分野）で役

に立てそうか考えた進路設計

３年 中核活動「地域貢献」

◎お世話になった地域への貢献

活動（青少年育成委員会との

連携で）

◎関係機関との交渉 決定

◎戸隠ＷＥＥＫに学ぶ

（自分に求められる生き方を考

えていくきっかけを）

(地域住民の思いや願いを知る)

◎進路設計を意識した高校調べ

◎進路に向かう自主学習のあり

方検討

◎高校の体験入学参加

◎自分が求めること、求められ

ることを意識した進路選択

１年 『紫峰祭』

○学年発表の成功のために

○初めての紫峰祭の中で何をと

らえ、何を感じたか

２年 『紫峰祭』

○私たちが伝えたいこと、伝え

なければならないこと

○紫峰祭で３年生から学んだこ

と、受け継いでいくこと

３年『紫峰祭』

○最後の紫峰祭を迎えるにあた

って（他者の視点からの紫峰祭）

○戸隠中ならではの演出とは

○支えられることへの気づき、

感謝の心を

１年 宿泊体験

「キャンプ・登山」

◇登山・キャンプでの役割と行

動について

◇集団として考えたときの自分

の行動を振りかえって

２年 宿泊体験

「キャンプ・登山」

◇登山・キャンプでの行動とそ

れに伴う責任について（後輩

と同一行動の中で）

◇宿泊体験の中で２年生に求め

られたこと、他者への影響に

ついて

３年 宿泊体験

「修学旅行」

◇戸隠中としての修学旅行のあ

り方（自分たちや出会う方々

に係わる約束事 等）

◇戸隠住民の一員としての「戸

隠」ＰＲ活動

◇修学旅行での自分と他者との

係わりに学ぶ



④学級内での自分づくり （他者との人間関係づくりを）

前期 １年～２年１学期

○どんな中学生になりたいのか

・自分を変えるチャンスというとらえに

・めざす自分の姿の確認を

○自己開示の大切さとそれができることのす

ばらしさを

○自分のよさをみつけることを

（よさの伸長→肯定的自己理解へ）

○他者との違いへの受け止めについて

（自己理解から他者理解へ）

○安心できる学級とは？ を考える

（不正を黙認しない友だちづくり→自浄でき

る集団へ）

○他者に心を寄せて動く自分への転換を

（損得、好き嫌い など 二者択一の行動か

らの脱却）

後期 ２年２学期～３年終了

○３年の終わりの時、どうなっていたいか

・変えようと思うことは

・３年卒業時の自分へのメッセージを

○自己の思いや願いを皆に伝えるために

（他者意識に立った自己開示を）

○他者の行為を認め合える集団を

（役に立つことを実感→自己有用感の獲得）

○苦しさと背中合わせにある本当の楽しさを

（ 「己に克つ」 経験を ）

○人間関係でのトラブルや悩みにどう向き合

えばよいのか（自己の振り返り）

○１事象を自分の視点と他者の視点から問う

ことを（集団の一員としての自己理解）

○巣立ち行く自分自身への問いかけを

（支えられたことへの感謝 今、成すべきこと

は何か）

１年

○生徒会や部活動での自分

○学級の今は

（時期先取りで適時扱う）

２年

○生徒会や部活動での自分

○学級の今は

（時期先取りで適時扱う）

３年

○生徒会や部活動での自分

○学級の今は

（時期先取りで適時扱う）



６ 「戸隠タイム」の全体計画（概要） ＊指導計画は各学年で作成

１学年

○学級びらき

・中学校生活の心構え

○クリーン大作戦

・戸隠のゴミの現状

○人権同和教育の実践

○働くということについて

○農業を体験してみよう

・体験を通して

○戸隠ＷＥＥＫに向けて

・仕事内容の確認

・体験農家の決定

○登山、キャンプに向けて

・日程の確認

・役割 行動のあり方

・係りの決定

○戸隠ＷＥＥＫの実施計画に

もとづく学習

・日程、仕事内容 等の確認

○登山、キャンプに向けての

最終確認

四
月

五
月

六
月

七
月

２学年

○２学年のスタート

・２学年としての心構え

○小鳥の巣箱かけ

・巣箱づくり

○人権同和教育の実践

○働く先輩からのメッセージ

○戸隠ＷＥＥＫ（職場体験）

に向けて

・自己目標設定

・体験リストの確認

○職場体験リストによる体験

依頼、交渉

・依頼のマナー

・仕事内容 等

○登山、キャンプに向けて

・日程の確認

・行動と責任について

・係りの決定

○戸隠ＷＥＥＫの体験事業所

決定

・職場への挨拶、正式依頼

○登山、キャンプに向けての

最終確認

３学年

○最高学年を迎えて

・よりよい学校生活にするために

○修学旅行

・修学旅行の行程やマナーの確認

・戸隠中としての修学旅行の演出

・修学旅行をふり返って

○人権同和教育の実践

○進路設計を意識した高校調べ

・各高校の特色、卒業後進路

・学習カリキュラム

・自己の学習のあり方

○体験入学する高校の決定

・目的を持った体験入学

○戸隠ＷＥＥＫに向けて

・お世話になった地域への貢

献。必要とされる仕事の情

報収集

・自分たちに期待されること

を基本にした活動の決め出

し

○紫峰祭の基本方針の決定と

提案

・最後の紫峰祭

・戸隠中ならではの紫峰祭

○戸隠ＷＥＥＫでの貢献活動

の決定

・仕事内容の確認

・派遣人数割

・移動手段等の確認

○紫峰祭の細案審議、各活動

開始

○進路に向けての講話

・高校の先生

・高校の先輩からのﾒｯｾｰｼﾞ

○炭焼き体験活動



「戸隠タイム」の全体計画 (概要)

１学年

○登山、ｷｬﾝﾌﾟを振り返って

○戸隠ＷＥＥＫを振り返って

・働くということについて

再度考える。

・お礼状の作成

○初めて紫峰祭に向けて

○紫峰祭で学んだこと

○健康教育の実践

・食育 歯科 性教育

○福祉体験日

○実践発表会の準備

○人権同和教育の実践

○実践発表会の準備

○国際理解講演会

○職業『群』をとらえての職

業調べ

○６年生への学校紹介

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

一
月

～

三
月

２学年

○登山、ｷｬﾝﾌﾟを振り返って

○戸隠ＷＥＥＫを振り返って

・働くことの中で役に立てた

経験（足りなかった点）を

考える

・お礼状の作成

○紫峰祭で伝えたいこと、伝

えるべきこと

○紫峰祭で受け継ぐこと

○健康教育の実践

・食育 歯科 性教育

○福祉体験日

○実践発表会の準備

○人権同和教育の実践

○実践発表会の準備

○生徒会の引継ぎに向けて

○国際理解講演会

○生徒会の運営について

○自分のよさや個性の整理

○社会のどの部分(分野)で役

にたてそうかを意識した進

路設計

○修学旅行に向けて

３学年

○戸隠ＷＥＥＫを振り返って

・自己に求められる生き方を

考える

○紫峰祭をどう演出するか

○支えられたことへの感謝

○健康教育の実践

・食育 歯科 性教育

○福祉体験日

○実践発表会準備

○人権同和教育の実践

○実践発表会の準備

○国際理解講演会

○進路選択に向けて

○進路選択

○巣立ちゆく自分自身への問

いかけと後輩に残す姿

「地域で学ぶ戸隠ｗｅｅｋ」 （８月３０日～９月２日）

１年 働くことの勤労体験 ２年 地域で学ぶ職場体験 ３年 地域貢献としての体験

（農業体験学習２日） （職場体験学習４日） （地域貢献体験２日）

「地域で学ぶ戸隠ｗｅｅｋ」実践発表会（１１月１１日）

地域の方々、事業所の方々、保護者の皆様をお招きしての発表会、




